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	 講演題目：系統地理学が解き明かす適応進化：フィトクロム遺伝子における自然選択の軌跡

	 講演者名：池田　啓　gCOE特任助教（東京大学理学系研究科生物科学専攻）

	講演の概要

生物多様性の最も根幹にあたるものは、遺伝子レベルでの多様性である。この遺伝子レベルでの多様性は、生物が変化する地球環境の中で適応し、生存していく上で、非常に重要な要素である。近年の分子系統地理学の研究により、生物の遺伝的多様性は地理的な構造を持って不均一に広がっていることが明らかとなってきた。この不均一な地理構造は、多くの場合、更新世の氷期－間氷期のサイクルに伴う生物の分布変遷の歴史により作られたものと考えられている。しかし、こうした地域集団の歴史によるだけでなく、自然選択によって遺伝的多型の不均一な地理構造が作られることも考えられる。とりわけ、地域集団の間で異なった環境に対する適応に関わる遺伝子では、他の遺伝子とは異なった特徴的な地理構造を示すことが期待される。
本講演では、具体例を紹介しながら系統地理学（Phylogeography）について解説する。そして、私たちが日本産高山植物について行ってきた研究から、日本列島の高山植物ではフィトクロム遺伝子（PHYE）が地域適応に関わって自然選択を受けてきた可能性が示されたことを紹介する。そのうえで、今後の進化研究において系統地理学が果たし得る役割についての展望を紹介したい。
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